
 

い
ま
な
ぜ
学
校
資
料
な
の
か
？ 

 
 

近
年
、
地
域
の
学
校
に
残
さ
れ
た
様
々

な
資
料
（
学
校
資
料
）
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
心
に
あ
っ

た
学
校
で
使
用
さ
れ
た
資
料
に
は
、
学

校
の
歴
史
や
地
域
の
暮
ら
し
が
記
述
さ

れ
て
お
り
、
地
域
史
の
資
料
と
し
て
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

背
景
に
は
、
少
子
化
に
伴
う
学
校
の
統

廃
合
な
ど
で
、
保
管
さ
れ
た
資
料
が
廃

棄
・
散
逸
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
公
立
小
中
学
校
の
統
廃

合
が
相
次
ぐ
高
知
県
で
も
二
〇
一
九
年

に
県
内
の
学
校
事
務
職

員
や
学
芸
員
ら
が
「
高

知
県
の
学
校
資
料
を
考

え
る
会
」（
以
下
「
考
え

る
会
」）
を
結
成
し
、
学

校
資
料
の
保
存
活
用
の

動
き
を
始
め
ま
し
た
。 

大津小学校資料の調査速報 
―資料にみる学校と地域の歴史― 

（高知県の学校資料を考える会・県立高知城歴史博物館作成） 

学校資料シンポジウムの様子

（2019 年 12 月、高知市） 



 大
津
小
学
校
資
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー 

 

「
考
え
る
会
」
と
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
（
以
下

城
博
）
な
ど
は
、
学
校
資
料
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た

土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会
（
以
下
市
教
委
）
と
連
携

し
て
、
保
存
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
対
象
と
な
っ
た

の
は
明
治
以
来
の
学
校
日
誌
が
確
認
さ
れ
て
い
た

旧
大
津
小
学
校
の
資
料
群
で
し
た
。
一
九
九
三
年

に
休
校
、
二
〇
〇
四
年
に
廃
校
と
な
っ
た
同
校
の

木
造
の
旧
校
舎
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
資
料
の
救

出
・
別
置
が
必
要
で
し
た
。 

二
〇
二
〇
年
六
月
、
市
教
委
と
城
博
、
考
え
る
会
な

ど
の
計
一
六
人
で
旧
校
舎
内
に
置
か
れ
た
資
料
類

を
レ
ス
キ
ュ
ー
（
救
出
）
し
ま
し
た
。
資
料
は
、
学

校
博
物
館
と
し
て
の
活
用
が

検
討
さ
れ
て
い
る
旧
中
浜
小

学
校
に
別
置
さ
れ
一
時
的
な

保
存
対
策
を
し
た
上
で
、
今

後
整
理
を
行
い
、
調
査
研
究

や
活
用
を
模
索
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

資料レスキューの様子 



 大
津
小
学
校
資
料
の
概
要
と
位
置
付
け 

 

土
佐
清
水
市
大
津
は
、
大
月
町
小
才
角
に
接
す
る
市
最

西
部
の
集
落
で
、
中
近
世
以
降
水
産
業
で
栄
え
ま
し
た
。

集
落
の
中
心
に
あ
っ
た
の
が
旧
大
津
小
学
校
で
す
。 

学
校
か
ら
救
出
し
た
資
料
群
は
、
閉
校
時
に
ほ
と
ん
ど

の
資
料
が
廃
棄
さ
れ
ず
配
置
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
結

果
、
平
成
初
期
の
小
学
校
に
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
引
き

継
が
れ
て
き
た
学
校
資
料
が
ど
の
よ
う
な
形
で
残
存
し

て
い
た
か
と
い
う
実
態
が
把
握
で
き
る
も
の
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、
約
４
千
点
の
資
料
は
、
全
国
的
に
把
握
さ
れ

て
い
な
い
、
学
校
資
料
の
全
体
像
を
知
る
非
常
に
稀
有

で
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

資
料
は
「
学
校
施
設
関
係
」
、
学
校
行
事
や
予
算
な
ど
「
学

校
運
営
関
係
」、
教
育
指
導
計
画
や
教
材
な
ど
「
授
業
関

係
」、
保
健
便
り
な
ど
「
保
健
教
育

関
係
」
、
文
集
な
ど
「
児
童
関
係
」
、

交
友
会
な
ど
「
外
部
組
織
関
係
」

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
重
要

資
料
と
し
て
「
学
校
沿
革
史
」「
学

校
日
誌
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

大津の位置と周辺の地名 



 大
津
小
学
校
資
料
の
調
査
と
今
後 

 

考
え
る
会
な
ど
は
、
市
教
委
や
土
佐
清
水
市
郷
土
史
同

好
会
と
協
力
し
、
二
〇
二
〇
年
七
月
、
八
月
、
一
一
月
の

計
三
回
旧
中
浜
小
学
校
で
大
津
小
資
料
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
調
査
で
は
、
所
在
場
所
ご
と
に
資
料
の
入
っ

た
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
後
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

や
各
資
料
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
資
料
目
録
の
作
成
、
学
校

日
誌
な
ど
の
撮
影
を
進
め
て
い
ま
す
。 

考
え
る
会
で
は
大
津
小
資
料
を
基
に
、
各
学
校
や
教
育

委
員
会
が
学
校
資
料
を
評
価
選
別
し
、
残
す
際
の
指
針

と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
の
作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

大
津
小
資
料
は
、
今
後
全
国
や
高
知
県
内
の
学
校
資
料

保
存
の
先
駆
け
、
モ
デ
ル
と
な

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

考
え
る
会
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
、
大
津
地
域
の
歴

史
や
資
料
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
以
下
調
査
成
果
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。 

大津小資料の調査 



 大
津
小
学
校
の
沿
革 

 

明
治 
八
年 

二
月 

大
津
尋
常
小
学
校
創
立 

明
治
二
七
年 
二
月 

校
舎
修
繕
の
た
め
休
業 

明
治
三
二
年 
三
月 

校
舎
改
築
、
四
月
新
校
舎
で
授
業
開
始 

明
治
三
四
年 

七
月 
赤
痢
病
大
流
行
の
た
め
閉
鎖 

明
治
四
一
年 

二
月 

髪
飾
り
、
脂
粉
な
ど
を
禁
止 

明
治
四
三
年 

五
月 

姫
の
井
方
面
へ
修
学
旅
行 

大
正
一
四
年 

七
月 

運
動
場
拡
張 

八
月 

下
田
新
衛
よ
り
校
旗
寄
贈 

昭
和 

四
年 

五
月 

春
季
修
学
旅
行
、
柏
島
一
泊 

昭
和 

八
年
一
一
月 

貝
の
川
校
で
連
合
運
動
会
、
リ
レ
ー
で
優
勝 

昭
和 

九
年 

五
月 

五
年
・
六
年
は
宿
毛
方
面
へ
修
学
旅
行 

昭
和
一
五
年
一
二
月 

下
地
亀
松
よ
り
二
宮
尊
徳
の
銅
像
寄
贈 

昭
和
一
六
年 

 
 

 

大
津
国
民
学
校
と
な
る 

昭
和
二
〇
年 

四
月 

空
襲
警
報
発
令
の
た
め
授
業
中
止 

八
月 

一
日
か
ら
六
日
ま
で
空
襲
の
た
め
臨
時
休
業 

昭
和
二
二
年 

四
月 

下
川
口
村
立
大
津
小
学
校
と
な
る 

昭
和
二
四
年 

四
月 

学
校
給
食
開
始
、
五
月
給
食
場
完
成 

昭
和
二
五
年
一
一
月 

下
川
口
町
立
大
津
小
学
校
と
な
る 

昭
和
二
六
年 

七
月 

台
風
の
た
め
校
舎
倒
壊 



 昭
和
二
八
年 

三
月 

新
校
舎
完
成
（
二
教
室
、
一
八
坪
） 

昭
和
二
九
年 

八
月 

便
所
新
築
落
成
（
五
坪
） 

 
 
 
 

 
 

八
月 

土
佐
清
水
市
立
大
津
小
学
校
と
な
る 

昭
和
三
〇
年 
四
月 

麻
疹
流
行
の
た
め
一
週
間
の
臨
時
休
業 

八
月 
電
話
開
通
（
貝
の
川
一
〇
番
） 

昭
和
三
一
年
十
二
月 
待
望
の
ピ
ア
ノ
が
届
く 

昭
和
三
二
年 

四
月 

理
科
器
具
を
購
入 

六
月 

流
行
性
感
昌
の
た
め
臨
時
休
業 

昭
和
三
六
年 

 
 

 

校
舎
改
築
の
た
め
分
散
授
業 

昭
和
三
七
年 

八
月 

新
校
舎
落
成
式
挙
行
、
十
二
月
遊
具
完
成 

昭
和
三
八
年
一
〇
月 

炊
事
場
完
成
、
一
一
月
テ
レ
ビ
取
付 

昭
和
三
九
年 

九
月 

台
風
二
〇
号
に
よ
る
被
害
甚
大
、
臨
時
休
業 

昭
和
四
一
年 

四
月 

複
式
総
合
研
究
で
市
の
研
究
指
定
校 

昭
和
四
二
年
十
二
月 

花
壇
完
成 

昭
和
四
三
年 

四
月 

作
文
教
育
研
究
で
市
の
研
究
指
定
校 

昭
和
四
三
年
十
一
月 

市
内
体
操
発
表
会
で
最
優
秀
校 

昭
和
四
四
年 

 
 

 

中
野
正
満
よ
り
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
寄
贈 

 
 
 
 

 
 

二
月 

作
文
教
育
指
定
研
究
発
表
会 

昭
和
四
五
年 

四
月 

小
林
為
太
郎
よ
り
七
百
余
冊
の
図
書
寄
贈 

昭
和
四
九
年 

四
月 

理
科
教
育
研
究
で
市
の
研
究
指
定
校 



 昭
和
五
〇
年 

二
月 

開
校
百
年
記
念
誌
発
行
、
百
年
記
念
の
校
門
設
置
、 

百
年
記
念
式
典
挙
行 

昭
和
六
〇
年 

五
月 

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
完
成 

平
成 

二
年
一
〇
月 

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
新
設 

平
成 

五
年 

三
月 
休
校 

平
成
一
六
年 

 
 

 
廃
校 

※ 

沿
革
は
、「
学
校
沿
革
誌
」（
作
成
年
記
載
な
し
）、『
開
校
百
年
記
念
誌
』（
昭
和
五
〇
年
）、『
叶
崎
―
大
津
小

学
校
休
校
記
念
誌
―
』（
平
成
五
年
）
の
三
冊
を
参
考
に
し
た
。
校
舎
の
新
築
・
改
築
、
設
備
等
の
新
設
、
合

併
な
ど
に
よ
る
校
名
の
変
化
、
流
行
病
や
空
襲
な
ど
に
よ
る
臨
時
休
校
、
修
学
旅
行
や
運
動
会
、
校
則
、
有

志
の
寄
贈
な
ど
に
関
す
る
記
述
を
抽
出
の
基
準
に
す
え
た
。 

 

大
津
小
学
校
の
児
童
数
と
学
級
編
成 

 

※ 

学
級
数
に
変
化
が
あ
る
年
と
児
童
数
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
年
の
み
を
「
学
校
沿
革
誌
」、『
開
校
百
年
記
念

誌
』
か
ら
抜
粋
し
た
。
昭
和
五
〇
年
か
ら
昭
和
六
二
年
の
数
値
は
、「
学
校
日
誌
」
を
参
考
に
し
た
。
平
成
四

年
の
数
値
は
『
叶
崎
―
大
津
小
学
校
休
校
記
念
誌
―
』
を
参
考
に
し
た
。 

年 男 女 計 学級編成
明治30年 30 43 73
明治31年 36 47 83
明治35年 32 31 63
明治39年 36 45 81
明治40年 36 31 67 2学級編成
明治42年 55 48 103
大正 5年 51 45 96 3学級編成
大正10年 38 41 79
昭和 5年 52 50 102
昭和10年 50 68 118
昭和16年 48 42 90
昭和20年 46 42 88
昭和22年 50 55 105 4学級編成
昭和23年 57 65 122
昭和24年 48 69 117 3学級編成
昭和25年 48 64 112 4学級編成
昭和26年 53 69 122 3学級編成
昭和30年 37 45 82 2学級編成
昭和40年 26 21 47
昭和46年 11 9 20
昭和58年 0 5 5
昭和61年 1 7 8
昭和62年 3 7 10
平成元年 2学級編成
平成 4年 3 1学級編成

不明



 休
校
か
ら
廃
校
へ 

 

大
津
小
と
貝
の
川
小
の
統
廃
合
は
、
貝
ノ
川
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
（
昭
和
六
一
年
）
に
よ
っ
て
、
通
学
路
の
安
全
確

保
と
通
学
時
間
の
短
縮
が
実
現
さ
れ
、
教
育
民
生
委
員

会
が
「
小
規
模
校
の
統
合
を
す
す
め
る
」
と
決
議
し
た
こ

と
か
ら
、
本
格
的
に
話
が
進
み
ま
し
た
。 

但
し
、
ま
だ
こ
の
頃
は
、
大
津
小
児
童
も
一
〇
名
程
が
在

籍
し
て
お
り
、
入
学
予
定
児
童
も
い
た
た
め
、
保
護
者
が

強
く
反
対
。
さ
ら
に
、「
学
校
が
地
域
の
文
化
セ
ン
タ
ー

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
過
疎
の
歯
止
め
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
、
地
域
住
民
ら
の
強
い
要
望
も
あ

っ
て
、
大
津
小
は
存
続
し
ま
し
た
。 

し
か
し
そ
の
後
、
貝
ノ
川
小
の
新
築
（
プ
ー
ル
も
新
築
）

に
よ
り
、
統
合
の
受
入
準
備
が
整
い
、
翌
年
度
以
降
の
入

学
予
定
児
童
が
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
決
定
打

と
な
り
、
平
成
五
年
三
月
に
「
休
校
」
と
な
り
ま
し
た
。 

地
域
の
象
徴
で
あ
り
、
再
開
が
望
ま
れ
て
い
た
大
津
小

は
、
あ
く
ま
で
「
休
校
」
で
し
た
が
、
再
開
の
夢
は
潰
え
、

休
校
か
ら
十
年
を
経
た
平
成
一
六
年
、
つ
い
に
廃
校
と

な
り
ま
し
た
。 



 学
校
日
誌 

児
童
の
風
紀 

 

大
津
小
に
は
、
明
治
二
五
年
か
ら
昭
和
六
二
年
年
ま
で
、

計
九
〇
の
学
校
日
誌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
一
部
合
冊
。

昭
和
三
年
度
分
欠
）。 

明
治
四
〇
年
前
後
、
児
童
の 

風
紀
に
関
す
る
記
載
が
増
加 

し
て
お
り
、
校
内
に
「
児
童 

風
儀
協
議
会
」
が
設
け
ら
れ
、 

男
子
の
方
言
を
規
制
、
女
子 

の
頭
髪
衛
生
指
導
が
始
ま
り
、 

「
方
言
正
語
比
較
表
」
が
作
ら
れ
、
例
え
ば
「
オ
ヂ
ヤ
ー

ン
→
オ
ヂ
サ
ン
」「
オ
バ
ヤ
ン
→
オ
バ
サ
ン
」
な
ど
、
共

通
語
教
育
が
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

大
正
七
年
に
は
、「
他
人
ノ
前
ヲ
通
ル
時
ハ
辞
儀
ス
ル
コ

ト
」・「
他
人
ノ
食
事
、
湯
浴
等
ヲ
覗
カ
ヌ
コ
ト
」
な
ど
が

訓
辞
さ
れ
、
翌
年
に
は
、
言
葉
遣
い
の
改
良
が
企
図
さ
れ

て
、「
オ
ト
ウ
サ
ン
・
オ
カ
ア
サ
ン
・
キ
ミ
・
ボ
ク
・
ア

ナ
タ
・
ワ
タ
シ
」
の
使
用
と
、「
ダ
ラ
→
僕
」「
ホ
ン
マ
→

ホ
ン
ト
・
マ
コ
ト
・
ジ
ッ
サ
イ
」
「
チ
ク
リ
→
下
サ
イ
」

の
語
用
が
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

明治二五年の学校日誌 



 学
校
日
誌 

戦
争
と
学
校 

 

昭
和
六
年
の
満
州
事
変
以
降
、
学
校
日
誌
の
世
界
も
一

挙
に
軍
事
色
が
強
ま
り
ま
す
。
満
州
事
変
映
画
会
が
開

催
さ
れ
、
九
年
か
ら
は
満
州
事
変
記
念
日
講
話
、
一
一
年

の
記
念
日
に
は
国
旗
掲
揚
数
調
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

日
中
戦
争
が
始
ま
る
一
二
年
に
は
、
校
友
会
誌
『
黒
潮
』

の
一
文
に
対
し
て
、
県
警
察
部
か
ら
「
安
寧
ヲ
害
ス
ル
二

付
キ
カ
ッ
ト
ス
ベ
キ
旨
」
の
指
令
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
天
満
宮
で
の
出
征
兵
士
壮
行
会
の
回
数
は
増
加
し
、

貝
の
川
校
で
戦
死
者
帰
還
式
（
村
葬
）
が
挙
行
さ
れ
、
葬

儀
に
教
師
と
児
童
が
参
列
す
る
記
事
が
増
え
ま
す
。 

一
五
年
以
降
は
、
部
落
常
会
の
議
題
が
配
給
米
・
節
米
等

で
あ
り
、
児
童
は
桑
皮
・
天
草
・
樫
の
実
な
ど
の
採
取
・

出
荷
に
動
員
さ
れ
、
生
産
増
進
の
為
に
校
庭
の
一
部
も

畑
に
変
容
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

以
後
、
敗
戦
に
至
る
迄
、
布
靴
配
給
、
セ
ル
ロ
イ
ド
廃
品

回
収
、
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
激
励
袋
製
作
、
慰
問
文
作
成
、

勤
労
奉
仕
、
防
空
壕
設
置
、
敵
機
多
数
上
空
旋
回
の
た
め

授
業
中
止
等
々
、
戦
時
色
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
学
校
日

誌
か
ら
、
大
津
地
区
の
戦
時
の
様
子
が
垣
間
見
え
ま
す
。 

 



 会
誌
「
黒
潮
」
か
ら
み
た
大
津
小
の
校
友
会 

 

大
津
小
の
校
友
会
は
、
教
育
の
後
援
や
校
下
文
化
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
戦
前
か
ら
組
織
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
ま
も
な
く
発
行
さ
れ
た
会
誌
「
黒

潮
」
復
刊
号
に
寄
稿
さ
れ
た
元
校
長
の
回
想
に
は
、
校
友

会
が
肋
木
や
平
行
棒
を
寄
付
し
た
事
績
に
つ
い
て
昭
和

三
年
に
高
知
県
知
事
か
ら
表 

彰
を
受
け
た
こ
と
、
校
旗
の 

作
成
や
国
旗
掲
揚
台
を
建
設 

し
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、 

校
友
会
の
活
動
が
学
校
教
育 

の
充
実
に
大
き
な
役
割
を
果 

た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り 

ま
す
。 

 

     

『校友会誌黒潮』復刊号 



 「
叶
崎
保
勝
会
記
録
綴
」
と
足
摺
観
光 

 

昭
和
四
〇
年
代
の
足
摺
の
観
光
振
興
で
は
、
大
津
で
近

世
以
前
か
ら
の
景
勝
地
・
叶
崎
を
売
り
出
す
住
民
団
体

「
叶
崎
保
勝
会
」
の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
大
津
小
資
料

の
「
叶
崎
保
勝
会
記
録
綴
」（
昭
和
四
三
年
）
に
よ
れ
ば
、

展
望
台
や
遊
歩
道
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
、
水
族
館
の
整
備
、

歌
碑
句
碑
の
建
設
、
磯
釣
渡
船 

と
餌
の
販
売
な
ど
の
振
興
策
が 

模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
足 

摺
海
底
館
な
ど
は
未
整
備
で
、 

市
内
で
ど
こ
に
施
設
を
造
り
拠 

点
化
を
進
め
て
い
く
か
と
い
う 

時
期
に
、
大
津
で
保
勝
会
が
活 

動
を
始
め
た
こ
と
が
分
か
り
ま 

す
。 

     

『叶崎保勝会記録綴』 


